
　猛暑の候、皆さま方には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

診療科別予定表を同封しておりますので、今後とも患者さまの

ご紹介を宜しくお願いします。

ごあいさつ

平素より地域の先生方には大変お世話になりありがとうございます。今回は私の専門領

域でもある性感染症、特に梅毒について注意喚起含めご報告させていただきます。すで

にメディアや厚労省からの情報により日本国内の梅毒の患者数が激増していることはご

存じかと思います。2010年から2013年まで年間1000例にも満たなかった患者数は

年々増加し、2022年以降は年間10,000例を超える報告があり、増加傾向に歯止めが

かかりません。男性は20代から50代、女性は20代が突出して増えています。当院に

おいても私が常勤医として着任しました昨年2024年12月から今年2025年6月末にか

けて5名の患者の治療を行いました。梅毒の脅威は感染して1年以内で無症候かつ感染力

のある早期潜伏梅毒といわれる患者さんが一定数存在していることです。梅毒の早期発

見と早期治療には血液検査が唯一の方法です。地域の先生方におかれましては、もし何

らかの理由で採血される機会があった場合に梅毒疑いと病名をつけTPHAとRPRを検査

項目に追加してください。両方陽性の場合は当院泌尿器科までご紹介ないしは受診勧奨

いただければ幸いです。今後とも何卒宜しくお願い致します。

【プロフィール】
＜役職＞常勤顧問 ＜資格等＞日本泌尿器科学会専門医　同指導医

＜専門領域＞泌尿器科一般 　　　　　日本性感染症学会認定医

　身体障害者福祉法指定医（ぼうこう直腸機能障害）
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リハビリテーション科

三島 秀雄

みしま ひでお

萩野 惠三
はぎの けいぞう

泌尿器科 常勤顧問

こんな症状でお困りな方は

お気軽に当科にご相談ください。

・残尿感がある

・尿が出にくくなった

・何度も尿がしたくなる

・排尿時に痛みがある

・尿に血が混じっている



第83回　市民病院公開講座開催報告

2025年7月19日（土）に開催されました

市民公開講座は、合計61名のご参加をいただき

ました。

「泌尿器科診療と漢方」というテーマで、

萩野　惠三（阪南市民病院　泌尿器科　常勤顧問）

にご講演いただきました。参加者からの質問も多く、

反響をいただき、ありがとうございました。

PICC外来についてのお知らせ

末梢挿入型中心静脈注射用カテーテル（PICC）外来のご案内

■診察枠

　月曜日のみ　14時～16時（祝日、年末年始を除く）

　※当院で挿入可能なカテーテルは、オープンエンドのダブルルーメンのみです

■予約受付

　月～金　9時00分～17時00分（祝日、年末年始を除く）

　※締め切りは前週金曜日（祝日の場合は祝前日）正午まで

■予約方法

　直接お電話下さい。また、診療情報提供書をFAXでお送り下さい。

　阪南市民病院　地域連携室　TEL：072-471-3020　FAX：072-471-3977

封入させていただいております、別紙をご参照ください。

当院ホームページからもご確認、印刷いただけますのでよろしくお願いいたします。

 

              他

　　　　　　　　　　社会医療法人生長会　阪南市民病院　　地域連携室

　　　　　　　　　　　（直通）TEL 072-471-3020  　 FAX 072-471-3977

　

　　　　受付時間　午前8：45～午後6：00　※土曜日は午後0：30までとなります

　　　　　　　　　　～ 阪南市民病院　基本方針 ～
　　　　　全人的な医療を通して 人々が自分らしく生きることに貢献する病院
　　　　　「やさしい」「ていねい」「あったかい」医療を提供する


